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昨年12月26日に起こったスマトラ沖地震と津波は大き

な被害をもたらしました。各国で連日報道されるなかで、

日本は薑戒装置などが整備された津波や地震対策の“先

進国”として紹介されています。 「ツナミ｣は完全に国際

語となり、その起源が日本語であることが知られてきて

います。

戦後最大の地震災害「阪神淡路大震災」からちょうど

10年が経過した今、いつ雲ってくるかわからない「地震」

について、 “先進国”の名に恥じぬよう県内の地勢、防

災に対する知識、避難場所を学んでおきましょう。
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史
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あ
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ま
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．
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災
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茨城県の主な地震災害の歴史
(資料：水戸地方気象台。 震度観測が開始された1897年以降）
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※死亡者の発生は大正12年の関東大震災(5人）のみ。

・マグニチュード＝地震を生じた源（震源）の強さを表します。

・震度 ＝ある場所における地震の揺れの強さを表します
ー
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(O)高萩市の有感地震(再掲）

震央(震源地)別では新潟県中越地方が最多…10月26日発生の新潟
県中越地震の影響によるものが26回と最も多くなっています。

人的被害は軽傷者2名…4月4日と10月23日の震度4の地震の際
に、軽傷者各1名が報告されています（茨城県消防防災課調べ)。
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●
避
難
所
の
確
認
、
家
族
や
地
域
の
連
携

・
家
族
等
で
避
難
所
を
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し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
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補
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め
て
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く
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あ
わ
て
ま
せ
ん
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受賞・入賞おめでとうございます
拳 「

軍

「交通安全ポスターコンクール」入賞者

※写真は各部の最優秀賞受賞作品(敬称略）

平成17年高萩市消防出初式

1月9日（日）に高浜運動広場で行われた出初式には、

市内21の消防分団のみなさんが参加しました。式典では、

永きにわたって地域消防に貢献されたみなさんの表彰式

や、第3分団と第10分団による代表演技が披露されまし

た。

受賞者く敬称略〉 ＊ （ ）内の数字は所属分可j

■茨城県知事表彰[永年勤続功労章] (50年以上）

篠原新一郎(本部･団長）

[永年勤続功労章](30年以上）

鈴木廣美(本部･副団長) 、加藤勉(5．分団長) 、沼田元

（5．副分団長) 、田辺重夫(13･分団長) 、作山吉平(15･

分団長）

[永年勤続功労章] (20年以上）

宇佐美榮一(6．副分団長) 、大部一尚(6．班長) 、下山

田幸(7．班長) 、芳賀洋一(7．班長) 、鈴木康司(8．副分

団長) 、鈴木利道(10･副分団長) 、芳賀和之(12．副分

団長) 、佐藤博(12･班長) 、篠原信幸(14･班長) 、大島

義弘(19･副分団長）

■茨城県消防協会長表彰 ［優良分団表彰]第15分団

[永年勤続功労章］

鈴木廣美(本部･副分団長) 、加藤勉(5．分団長) 、沼田

元(5･副分団長) 、田辺重夫(13･分団長) 、作山吉平(15･

分団長）

[功労章］

中村泰治(2．分団長) 、池澤博(3．分団長) 、佐藤博(3．副

分団長）神永好夫(5．班長) 、小田木正夫(12･分団長）

[永年勤続消防団員妻女に対する感謝状］

鈴木廣美(妻美倭子) 、加藤勉(姜初枝) 、沼田元(姜歌

子) 、田辺重夫(妻典子) 、作山吉平(姜由美）

[親子消防団員に対する感謝状］

篠原新一郎(本部･団長) 、篠原新也(12･班長）

鈴木廣美(本部･副団長) 、鈴木大(17･団員）

[高萩市長表彰］

堀田静雄(1 ．分団長) 、横山正勝(l ･団員) 、鈴木優輔

（2．団員) 、板橋将彦(2･団員) 、沼野新弥(3．分団長) 、

小泉大(3･団員) 、菅野和夫(4．分団長) 、菅原浩司(4．

班長) 、大高桂一(4．団員) 、沼田至夫(5．班長) 、本田

健一(6．分団長) 、豊田賢治(7．分団長) 、柴田菫(8．分

団長) 、田辺主計(13･分団長) 、村松信夫(19｡班長) 、

佐川和弘(20.分団長）

■消防長・消防団長表彰 第3分団、第10分団

■消防団長表彰 第14分団
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口優秀賞白石采加高萩中

五十嵐佑季高萩中

滝 美怜秋山中

口優良賞高橋 悠秋山中

石井結佳秋山中

桃井一章高萩中

鈴木茉莉奈高萩中

石井ゆり慧高萩中

古澤亮介松岡中

4



映
像
や
音
声
を
○
〈
ゼ
且
と
一

の
デ
ジ
タ
ル
信
号
に
置
き
変
え
て

送
信
す
る
こ
と
が
デ
ジ
タ
ル
方
式

で
す
．
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
方
式
に

比
べ
て
、
全
国
ど
こ
の
地
域
で
も

よ
り
高
品
質
な
（
画
像
の
ち
ら
つ

き
や
雑
音
の
な
い
）
映
像
と
音
声

を
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．

ま
た
、
デ
ー
タ
放
送
や
高
度
な
双

方
向
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
ア
ナ
ロ
グ

方
式
で
は
で
き
な
か
っ
た
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
．

Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸
放
送
局
で
は
、
昨

年
一
○
月
一
日
か
ら
全
国
に
先
駆

け
て
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
茨

城
県
域
放
送
を
開
始
し
ま
し
た
．

県
域
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
よ

り
、
迅
速
で
的
確
な
災
害
・
緊
急

報
道
や
地
域
の
話
題
暮
ら
し
に

役
立
つ
生
活
情
報
な
ど
が
提
供
さ

れ
て
い
ま
す
．

彫ｸ勿勿勿勿勿勿ｸ〃ｸ勿勿ｸ‘

デ
ジ
タ
ル
放
送
と
は

県
域
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

駿
送
が
始
ま
り
ま
し
彪

あ
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
受
信

す
る
た
め
に
は
、
「
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
対
応
テ
レ
ビ
」
が
必
要
に
な

り
ま
す
．
現
在
使
用
中
の
テ
レ
ビ

に
も
、
「
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
」

と
「
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
」
を
取
り

付
け
る
こ
と
で
受
信
・
視
聴
が
可

能
で
す
。
※
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
に

つ
い
て
は
、
現
在
お
使
い
の
も
の

を
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
る
場
合
も

テ
ジ
タ
ル
放
送
を

受
信
す
る
た
め
に
は

地上デジタル用のチューブーー

では､BS, 1 10℃Sの番組も

ご覧いただけます。
》
や

ル
＃

ダ
ー

ジ
ナ

ー
プ
ー

上
１

地
チ

鍵
灘
蕊
灘
灘
繍
蟻

ハイビジョン画質

溌藷 ｜蕊鍾
ハイヒ'ジｮﾝテレビ

※ハイビジョンテレビでは、

高画質で楽しめます。

|鱈
膠勿勿ｸZ勿勿勿勿勿勿勿勿

ワイドテLﾉヒ従来のテレヒ

NHK水戸放送局

窓029-232-9885

1－

紺調時定送放ルタ
中
ンデ域県城茨

感
《５

護…鑿隆

郷

一
号

5爵台唖
′

Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸
放
送
局
で
は
、
県

内
の
情
報
を
と
り
あ
げ
る
番
組
と

し
て
、
平
日
午
前
一
一
時
三
○
分

か
ら
正
午
ま
で
の
「
こ
ん
に
ち
は

い
ば
ら
き
わ
い
わ
い
ス
タ
ジ
オ
」

と
午
後
五
時
一
○
分
か
ら
七
時
ま

で
の
「
い
ば
ら
き
わ
い
わ
い
ス
タ
ジ

オ
」
の
二
つ
の
番
組
を
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
水

戸
放
送
局
一
階
の
オ
ー
プ
ン
ス
タ

ジ
オ
か
ら
公
開
生
放
送
中
で
す
．

高
萩
市
の
地
域
情
報
に
つ
い
て

も
、
デ
ー
タ
放
送
の
ほ
か
、
今
年

の
八
月
か
ら
九
月
頃
に
か
け
て
市

役
所
内
の
特
設
ス
タ
ジ
オ
か
ら
の

放
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
．

里 ザへ

／ ､

!陰.ノ
ー=一＜

L§）
6鋳童

地
域
に
密
着
し
た
放
送
内
容

函午後5:10~6:00
可一ブニング

…午露緬壷輌再篝量蕊蕊謹蕊…
オープニング

今日のニュース

翼イン童一ナー

謹替華嘗渥慧

視壁者善加型の
メインコーナー

～オーブンスタジオ～

今日のニュース

J

ぐるつと茨城わいわい中継！

慧ジタｘ蕊驚
一
篝

グ

《澪

シ

一
塞
二
々

一毒

工

わいわいの木 ‘､γ,‘竿,鴨､

茨域3D､万人のメッセージ

気悪情ｳM

冥象情輻

エンテ'イング

県
道
日
立
・
い
わ
き
線
よ
り
も

東
側
の
地
域
で
お
お
む
ね
受
信
が

可
能
で
す
が
〈
左
図
参
照
一
、
そ
れ

以
外
の
地
域
で
も
地
形
等
の
条
件

に
よ
り
受
信
可
能
な
場
合
が
あ
り

ま
す
．
高
萩
市
で
は
日
立
市
十
王

中
継
局
一
石
尊
山
）
の
電
波
を
受
信

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ア

ン
テ
ナ
を
送
信
所
の
方
向
に
設
置
・

調
整
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
．

な
お
、
茨
城
県
域
デ
ジ
タ
ル
放

送
は
市
役
所
本
庁
舎
一
階
受
付
前

の
テ
レ
ビ
で
も
視
聴
可
能
で
す
．

平
日
の
午
前
一
一
時
三
○
分
か
ら

放
映
し
て
い
ま
す
。

高
萩
市
で
受
信
可
能
な
地
区

|県域デジﾀﾙﾃﾚビ放送のエリアのめやす
ー

終
了
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

は
平
成
一
五
年
三
○
○
三
年
二

二
月
か
ら
、
関
東
・
中
京
・
近
畿

の
三
大
広
域
圏
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
．
平
成
一
八
年
（
二
○
○
六

年
）
末
ま
で
に
は
、
全
国
の
県
庁

所
在
地
な
ど
主
要
都
市
で
放
送
が

開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
の
後

も
各
地
で
段
階
的
に
進
め
ら
れ
、

月
一
一
四
日
に
は
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ

平
成
二
一
一
一
年
（
’

レ
ビ
放
送
に
完
全
移
行
し
、
現
在

の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
の

テ
ジ
タ
ル
放
送
と

ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
今
後

、

］
字
、

○
｜
｜
年
）
七

噂
匡
翻
思
忌
司
郵

▽
線 －．、副細部

_該公

5

オープニングニュース

ぐるつと茨韓わいわい申繕1

気象情相

メインコーナー

～オーブンスタジオ～

その他のニュース

瀦麗スタジアム



市職員端蕊の職嘉蕊憲震霧呼麗幾蕊騨謡

●一般行政職の繩||職員数の状況●人件費(平成15年度の普通会計決算）

住民基本台帳人口…34,4()0人(平成16年3月31日現在）

’
(B） ｜人 '14年度の人件費率

」96冊，
支

3千円

ｊ
一人

罰必１２２ ﾗ1千円

※人件費には、特別幟に支給される給料、報酬|等を含みます。

●給与費(平成16年度）

|詮謝『
給｣”齢与I‘勢費職員数

､ (A)； ；給料
一一ー一一

| R職
F M 寺

執計(B) #:燃撫q 1 L 1酌

億5,440万6千円10ig8,404万5千円| 1lE3, 599万4千円276人

※給与費は､一般会計当初予算に計上した額です。また､職員手当には､退職手当負担金は含みません

●職員の平均給料月額、平均給与月額、平均年齢
※高秋市の給与条例に基づく給料表

の級区分による職員数です、標準

的な職務内容とは、それぞれの級

に該当する代表的な職名です。

‘ -≠ § : : :技能労務職

平均給料月額|平均給与月額|平均年齢平均給料月額

一般行政職

平均給料月額|平均給与月額|平平
区分

均年齢

267,536円 歳
歳

８
９

０
ワ
Ｉ

４
ｔ
４
土

一半一＝骨－－1－

渭]秋巾

国

圭
戚
些
戚

３
２

４
０

４
４

288,3931円

円

Ａ
４
４
Ｆ
Ｏ

（
ｈ
〕
頁
』

１
人
Ｆ
ｈ
〕

○
色
ワ
Ｉ

４
証
Ｏ
色

３
３

384, 191円

283,384円
ー

●昇給期間短縮(平成14． 15年度比較）●職員の初任給

高 萩ゞ市壹--列

決定初任給|驚用奪経:’
採用2年経過

給料額

国

184,400円

148,500円

145,500円

採用2年経過

給料額

区 分 』

鍔

洋

一

凸

二

通宝

宅
註
塞

給
》
胴
肥
蝸

任
一
ｍ
帥
帥

初
一
考
》
和
羽
沁

ゞ
言
『
１
１
１

初任給

大学卒’ 170,700円 岬

州

州

幽

幽

岻

一般行政職
高校卒

高校卒

138,800円

136, ()00円技能労務職

●職員の経験年数別、学歴別平均給料月額 ●特別職の報酬等

経験年数20年

348,600円

’‘ 区 ‘ "分: ‘ , ‘< ;経験年数10年経験年数15年

'､ ‘ 大学卒リ 269,300円 308,600円
一般行政職｡高校卒 221, 1()0円 277,600円
/枝能労務職1高校卒,1 219,900円 256,400円

一般行政職

期末手当支給額条例に定められた顎

845,000円

圭

市長 802,80()円

660,3()() |工」Ⅲ
円

０
０

０
０

６
４

５
１

１
８

３
２

誰
睡
誌
口
癖
一
藷

(平成16年度支給害'|合）

6月期 1．6月分

12月期 1. 7月分

計 3． 3月分

695, ()(〕()円

635,000円 Ⅲ
円
円
円

０
０
０
０

０
０
０
０

３
０
０
０

３
５
５
５

０
５
９
７

６
４
３
３

０
０

０
０

０
０

５
５

５
９

１
３

●定員適正化計画の数値目標及び進捗状況

75,00()I'

※市長・助役・ llX入役の給料については、平成14年10月

から5％減額支給しています。画ロ

－●職員の手当の状況

○期末・勤勉手当

●部門別の職員数

職員数(人) ｣ '

14年度15年度16年度
lH h 耐

5 5 5

69 63 57

16 16 15

ワコ ワワ ワ1
竺u 竺一 一ユ

7 7 7

38 33 32

27 26 25

1ワ 1弓 1ワ

lイ lイ LI

202 189 179

５的岨羽－Ⅳ一諏一弼｜７

邪面

対前年増減数(人）
○時間外勤務手当

14年度 '5年度 16年度

A6

蕊平成16年度支給割合(国の職員と|司じ）誇
鍛
一
癖
一
鄙
一
麺
一
鉢

塗

維

6月期

う
う

期
彫
彫

［
月
喝
〃

ワ
ニ
ー
０

１ 計

3.0月分

1.4月分

A11A6

期末手当 分
分

月
月

４
７

１
０

△l 1

－lA1
Al 1

皿

喝型

＊選挙事務・災害等の臨H寺的従事により、

年度間の差が大きくなります。

○特殊勤務手当

・職員全体に占める手当支給職員の害|」

合は19.68％・支給対象聡員一人当た

り平均支給年額･34,061円

O挨養･ {裾･達訓手当等(国の職員と同じ）

｜
般
行
政

勤勉手当

＊職制上の段階、職務の級等による加算措置あり。

○退職手当
“

皿

皿
“
｜哩

皿

“

~=－－－ 自己都合

21． 0月分

分

勧奨・定年

分
分
分

月
月
月
月

ハ
Ｕ
Ｆ
り
戸

０
ｎ
Ｕ

，
ワ
Ｉ
。
．

イ
ー
・
房
ｊ
八
Ｕ

ワ
全
Ｑ
Ｊ
４
ユ
ハ
ｂ

；

28.0875月分

43335月分

60.99月分

60.99月分

幸
自

計
ｌ
隙
Ｉ

別
政

特
行

教育

A131AlO

△3 A1 △479 75H(）

十
計

一
一
一
局
谷
口

哩

州

皿

１

｜岨

門

恥

Ｍ

型

弼
一
邪

岨

岨
一
皿

皿
一
山

一
一

一

地

帥
一
狸

Ｍ

拠

洲
一
卸

布

郷

喝
一
邪

その他の加算措置］

定年前早期退職特例措置"2～30％加算

退職時特別昇給…1号級

§退職手当は、茨城県市町村総合事務組合(県内全

市町村で構成)から、事務組合条例の規定により

支給されます。 したがって県内全市lll ] 村の支給率

は同率です。

公営

企業等
合
一
総

二l
鐸十

口’

二【
＝十

口！

38A1

l92A9 ＊管理職手当は、平成14年10月からlO%(

減額梢|量を取っています~。＊一般I樅に属する｣賊員数。臨N寺職員等を除きます

6

認
1細

2籾

3級|主牌 25人

4級|主任

5級|係長

6級

7級
咄1 1u1 L1

8級

聯繍繍計

薦鶏職員敬輔上
主事補・技手’ 0人

王事・技師 5

課長補佐・技佐

二
手
Ⅲ果長・副参事

部長・参事

RRA
りり／、

24人

47人

23ノ

13人

1QqA
よvvへ

2．6

13．U

29．U

12．4

12．0

７

100．0

訂一

一－－－－－－－－－
一般行政職の職員数(A）

普通昇給期間(1

短縮して昇給し

2月～24月)を

た職員数(B）

比率(B//A）鮮瞬常議豊

14年度

258人

6人

2．3％

15年度

246人

6ノ

2．4 ％

~~－号～
計画値

職員数

計画との差

12年度
217

216

△1

13年度

213

214

1

14年度
210

210

U

15年度'16年度
209 208

197 188

△12 △20

¥W I咄 一

15年度

14年度 4,204万7千円’ 42万9千円

支給総額 ｜職員-人当たり支給年謂

4,091万4千円’ 46万0千円

三一

扶養手当

住居手当|持家(取得後5年)と借家

通勤手当|雛製鮪諏尉誉
住居手当

。内§筆 容

配偶者・配偶者以外の扶養
親族・その他の扶養親族



平
成
一
三
年
開
催
の
「
長
久
保
赤
水
没
後
二
○

○
年
特
別
展
」
で
、
赤
水
の
次
男
、
四
郎
次
の
子

孫
で
あ
る
長
久
保
智
保
さ
ん
《
北
茨
城
市
）
か
ら
多

量
の
書
簡
を
借
用
し
、
一
部
を
展
示
し
ま
し
た
。

当
時
高
萩
市
歴
史
民
俗
資
料
館
に
社
会
教
育
指

導
員
と
し
て
務
め
て
い
た
横
山
さ
ん
が
、
特
別
展

終
了
後
も
書
簡
の
解
読
を
続
け
、
江
尻
光
昭
さ
ん

舎
哩
秋
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
：
本
町
）
な
ど

の
協
力
を
得
て
、
約
三
年
を
か
け
整
理
し
出
版
し

た
も
の
で
す
。

編
著
者
横
山
功
さ
ん
（
安
良
川
）

茨
城
県
庁
歴
史
散
歩
会
会
長
、
高
萩
郷
土
史
研
究

会
副
会
長
、
長
久
保
赤
水
顕
彰
会
理
事

識嘩鍔鍵墾苧“
『

麓』皿

爵

騨
f嘘馨

野

ハ

鶴瀞 福

認

「赤水先生が息子たちに話した‘百歳まで生きても学問

せぬものは生きたに値しない，，に感銘。座右の銘にして

精進したい｣。所有する赤水の地図とともに 筐

3息子たちに何度催促しても梅干の黒焼き・菊漬

を送ってくれないと、鈴木玄淳に訴えている。

3ダンス引き出しに板を敷いてお金を隠す方法、

松岡七友の柴田平蔵の盗難対策を紹介している。

書簡集の概要

掲載されているのは108通の書簡。その内訳は三
たちはらすいけん

人の息子たちへ約40通、 ほかは立原翠軒。鈴木

登醤山本笥揃など当時の知識人とのもの。全体
の9割ほどが初めて発表されるものです。

庶民出の学者の書簡集はあまり例がなく、歴史

家や研究者にとって大変貴重な史料となります。

興味深い書簡（赤水の人物像が伺える）

①『大日本史』の｢地理志｣編さん中､81歳の身を案じ

て帰郷を促す息子たちを“大不幸の私的考え”

とたしなめ、執筆中に死んでも本望といい切る。

U
ー

「発刊は多くの人のご協力によるもの。 とかく

日本地図の作成者として知られた赤水先生です

が、農民出身の一学者が、水戸徳川家の殿様の
じこう

侍講(学問の師)に抜てきされたことは異例。儒

学者として生涯学問に徹したその情熱と生きざ

まに感動します」と横山さん。

嘘
》
弓
劉
日
一

ｒ

、

１

吋

、

窪

聯

縦

嬢

》

鋤

皇

域減〈遜鰔,感感”'鱈弾/蕊,博識減癖誕無湾蕊域域獄際蕊急翻り鋒乳凝〆蔦;域蒔く蕊蕊嵐獄域農：慰漉'嶽〆〆噺〆筑蘇凝域減溌癖f落〆凝潭蔦.籔〆〆減笈鈍率輯蕊蘇灘'弾笈ﾉ準鐵凝鍛

集積所に出された資源物については、所有権は高萩市に帰

属し、市長が指定する事業者以外は収集・運搬をしてはなら

ないと条例で規定されています。 （高萩市廃棄物の処理及び再

利用に関する条例第8条第4項）

指定の収集者以外の人が収集所から持ち去りをした場合は、

日時・場所・車両ナンバー。車の色を連絡ください。譽察に

連絡し対応します。なお、脅迫などの二次被害に遭う危険が

あるため、持ち去り者へは決して声をかけないでください。

問合せ・連絡先午前8時30分以前窓23-2111(市役所）

午前8時30分以降公23-7031(生活環境課）

ポインセチアを公共施設へ 「
資
源
の
持
ち
去
り
」

へ
の
対
応

12月22日(水）

…灘
鰯鱒

L 1L旬

鶚
施

7 1,

鴬 罷乱簿

程

哩唾

‘ｰ

灘譲§

蕊
昨年12月24日、秘書課宛に次のような電話がありました。

「携帯電話に身に覚えのない支払い督促らしいメールが届い

たが、高萩市役所秘書課のアドレスがメール送信元になって

いた」 というもの。市ではそのようなメール送信はしていな

いこと、不用意に応じないようにと説明しました。

このメールだけで犯罪者を特定することはできませんが、

転送していただいたそのメールを、高萩譽察署刑事課あてに

経過説明とともに届けたところです。刑事課では、 これは｢振

り込め詐欺｣。 この様なメールは応じることによって連絡先が

知られてしまうので、 「重要告知」 「至急連絡｣などの言葉に惑

わされず、無視することが一番と話しています。

:r!f振り込め詐欺…2004年12月9日に警察庁が名称統一

電話やはがきなどの文書などで相手をだまし、金銭の振込

みを要求する詐欺事件は、従来「オレオレ詐欺」や「架空請

求詐欺｣、 「融資保証金詐欺」と呼ばれていましたが、手口の

多様化などで、今回、統一名称が決定されています。

鍵
駕
》
市
役
所
に
な
り
す
ま
し
て
一
薦
駕
駕
駕
灘

緊

驚
＃
篇
§
鴬
蕊

欝
駕
駕
駕
駕
蔑
綴
駕
駕
鰯
架
空
請
求
駕
灘
懸
駕
》閉

晦
哩
弛

蕊蕗羅

噛舗

蕊

脅
》

灘驚
昌

溌雛職臘礎鑓
V

禰溌難雛

冬期を代表するポインセチアの

鉢植え｡柴田農園では､大きく育っ

た株をできるだけ多くの人に楽し

んでもらおうと､市役所､郵便局、

髻察署などの公共施設に提供しま

した。 ｢花を見て季節を感じてほし

いですね｣と柴田千代乃さん(高萩)。
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の
り
お

卿
聯
粥
冬
煮
労
小
堀
鰡
蕊

「
牛
を
育
て
て
み
て
、
初
め
て
肉
の
こ

と
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
し
ま

す
」
と
小
堀
哲
央
さ
ん
。
家
業
で
あ
る

畜
産
〈
肥
育
牛
）
を
継
い
で
二
年
に
な
り

で
す
。
農
協
職
員
の
方
の
協
力
や
指
導

行政一可.一ス

五
一
回
目
を
迎
え
る
成
人
式
が
文
化
会
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
成
人
を
迎
え
た
の

は
四
五
八
人
〈
男
二
二
九
人
、
女
二
二
九
人
｝

で
、
こ
の
う
ち
の
三
六
○
人
の
み
な
さ
ん
が

出
席
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
実
行
委
員
会
の

企
画
に
よ
る
お
楽
し
み
抽
選
会
や
中
学
校
別

の
記
念
撮
影
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

第51回成人式

1月9日（日）

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
た
こ
の
学
習
会
は

高
萩
の
ぞ
み
大
学
１
～
４
年
生
を
対
象
と
し

た
合
同
学
習
会
で
、
約
一
二
○
人
の
み
な
さ

ん
が
参
加
し
ま
し
た
．
日
立
税
務
署
職
員
を

講
師
に
迎
え
て
、
具
体
的
な
事
例
を
も
と
に

し
た
「
贈
与
と
相
続
税
」
、
「
年
金
所
得
」
な

ど
に
つ
い
て
の
講
話
を
受
け
ま
し
た
。

税に閨する合同学習会

1月12日(水）
ー

も
あ
っ
て
、
何
と
か
牛
の
め
ん
ど
う
を

見
て
い
る
状
態
で
す
」
と
謙
虚
な
哲
央

さ
ん
で
す
が
、
毎
日
の
餌
や
り
に
加
え

て
、
牛
舎
内
全
部
の
牛
の
健
康
状
態
の

チ
エ
ッ
ク
も
欠
か
し
ま
せ
ん
。
特
に
こ

の
時
期
は
子
牛
が
風
邪
な
ど
を
ひ
か
な

い
よ
う
に
気
を
這
う
そ
う
で
す
。
牛
の

買
い
付
け
か
ら
肥
育
、
販
売
ま
で
を
こ

な
し
て
い
る
哲
央
さ
ん
。
「
茨
城
県
内

で
は
有
名
な
『
常
陸
牛
』
も
全
国
レ
ベ

ル
で
は
、
；
ま
だ
ま
だ
と
い
う
感
が
あ
る

の
で
公
そ
の
存
在
感
や
ブ
ラ
ン
ド
カ
を

も
っ
と
根
強
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
す
呼
一

新
年
を
祝
う
賀
詞
交
換
会
が
文
化
会
館
で

行
わ
れ
、
市
内
の
企
業
や
各
種
団
体
の
代
表

者
な
ど
約
二
○
○
人
の
み
な
さ
ん
が
出
席
し

ま
し
た
。
発
起
人
で
あ
る
岩
倉
市
長
は
「
市

制
施
行
五
一
年
目
と
な
る
本
年
を
、
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
と
市
政
の
進
展
へ
向
け
た
飛
躍

の
第
一
歩
に
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
0賀詞交換会で新たな飛

躍を誓う 1月5日(水）

学
ー

婁議蕊蕊議議:謹蕊蕊蕊蕊蕊蕊
・藷．..1..,口…-..垂,.･･鐸･軍･･･ ･雲訪酩・.･ﾏ学1.,.%.･厚,全｡､､兄･ﾏ･･一･･･号'. ･壁･理Z.､弓藍注･ .Z･. ﾏ．＝･ .Z･ ,｡

蕊蕊#篝
一
才
票
鍔
呼

詔
一
毒
夢
】

識
需
灘
蕊
灘蕊蕊
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竃23－7174

［開館時間］
9:30～17:50

◆今年話題の－冊◆ ゞ

○宮尾本平家物語1～4宮尾登美子 朝日新聞社

○義経 〃 日本放送出版協会

○源姜経一 " 五味文彦 岩波書店

○図解源義経のことが面白いほどわかる本

中見利男 中経出版

○図説源義経 ，: 河出書房新社編集部河出書房新社
○源義経の生涯' 新人物往来社

○源義経 上横手雅敬 ナツメ社

○源姜経の妻一 “ 藪景三 新人物性来社

○生きよ義経 三好京三 新潮社

○義経の母 安西篤子 読売新聞社

○源姜経 ‘ 長部日出男 学研

○九郎判官 ‘ , 領家高子 講談社

○九郎義経の謎 伊藤加津子 共栄書房

○弁慶の謎 一菊村紀彦 大和書房

○日本を倉llつた人々 <7> 日本文化の会 平凡社

○牛若丸‘ ‘ E

図書の検索は図書館ホームページでご
アドレスhttp://www. jsdi .Or. jp/~taka-1 ib/

世
哩
Ⅷ
羊
凸
』
弧
１
帥
母
国
凸
叩
叫
叫
Ⅱ

子ども映画会 2月12日(土) 14:30~

「アリババと40人の盗賊」

「白鳥の王子」

2月19日(土） 14： 30～

「パンダ」 「ほえるくま」

「だましぶれ」 「＜じら」

2月26日(土） 14：30～

絵本 デイジーとうまれたたまご

紙芝居ななつのほし

(ﾈﾙｼｱﾀｰおばあちゃんのなが－い編み物

H…罎

|おはなし会

!

図書館カレンダー●は休館日

日月火水木金土

1 2 345

3 6⑦89 10 11 12

月綱蝋職
27⑳2930⑳

日月火水木金土

1 2 345

2 6⑦89 10⑪12

月M:卿職
27⑳

ー

｢常陸のi#!|耐京都だぅどの塁ヨ韓天:｣が

「美瞳'低唱毒の鋸巻;た:;く:なるみち500選」

。･:2::健康づくり課窓24－2121

全国知事会などでつくる 「美しい日本の歩き

たくなるみち推薦会議」 （会長木村尚三郎観

光立国懇談会座長。静岡文化芸術大学学長）が、

昨年の12月27日、手綱地内の「みち」を含む500

選を発表しました。

●選出までの経過

この推薦会議が、平成15年12月から誰もが歩きたく

なるみちや多くの人にすすめたいウォーキングコース

を全国から募集し、 21 427件の応募を受けます。その中

から、推薦会議事務局である日本ウォーキング協会

(JWA)の全国の加盟ウォーキング協会が、書類審査

の他にホームページで一般からの意見を募集。一時選

考した630のコースを、委嘱を受けた各都道府県ウォー

キング協会の381人の評価診断委員が6ケ月かけて実際

に歩き、格付け選考したものです。

●県内からは10選

茨城県内からの応募は110件に上り、北茨城市の｢磯

原から五浦へ雨情・天心を偲ぶみち｣や、常陸太田市の

「黄門さまのふるさと常陸太田の歴史探訪のみち」など

とともに県内10選のひとつに選ばれました。

ヘルスロードとして県の指定を受けた段差のないこ

のコースは、歴史的文化財が点在し、 旧松岡藩の面影

を残す旧道や自然豊かな田園風景が見られるほか、車

椅子で利用できるトイレが整備されていることなどが

評価されたものです。四季折々の変化も楽しめるコー

スです。

/V
石崎橋＃

ー

ー

〃’／ バｰｷﾝグ42台

●コース概要

関根橋をスタート ・ゴールとする3. 6キロメートルの

コースで、所要時間は見学時間を除いて約1時間。

植物学者の松村壬三生家のある｢お屋敷通り」では石

畳の敷き詰められた中を進み、大手橋手前を右折迂回

して石lll奇橋を渡り、竜子川沿いを西に向かいます。つ

じ塀・ナマコ壁蔵を見ながら朝霞橋を渡り、穂積家住

宅を見学した後は旧道や関根川沿いを戻ります。穂積

家住宅にも駐車場やトイレが整備されているので、 こ

こを基点に周回することも便利です。
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高
萩
市
市
政
モ
ニ
タ
ー

市
で
は
、
市
政
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望

を
間
き
、
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
地
域
と
市
政
の
橋
渡
し
と
な
る
市

▼
日
時
２
月
泌
日
一
金
）
午
後
１
時
訓
分
か

ら
３
時
訓
分
ま
で
。
▼
会
場
市
役
所
の
市

民
相
談
室
。
▼
相
談
員
茨
城
県
弁
護
士
会

所
属
の
弁
謹
士
大
和
田
一
雄
先
生
。
▼
定

員
６
人
〈
先
言
順
、
市
内
に
住
所
を
有
し

て
い
る
人
の
み
）
。
＊
相
談
時
間
は
１
人
加

分
程
度
。
▼
申
込
２
月
座
日
一
火
）
午
前
８

時
訓
分
か
ら
電
話
で
申
し
込
み
。
＊
こ
の
時

間
前
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。
▼
問
合
せ
秘

書
課
狂
羽
７
３
２
０

無
料
の
法
律
相
談
の
相
談
者

募
集 雲暮ぢじの

情報
堀

BOX

「
花
雲
川
水
系
河
川
整
備
計
画
」

へ
の
意
見
募
集

花
舅
川
水
系
の
県
が
管
理
し
て
い
る
河
川

を
対
象
に
、
洪
水
対
策
に
閨
す
る
こ
と
〈
治

水
）
、
農
業
用
水
な
ど
の
河
川
水
の
利
用
に

閨
す
る
こ
と
（
利
水
）
、
河
川
環
境
の
保
全
に

閨
す
る
こ
と
〈
環
境
）
な
ど
に
つ
い
て
河
川
整

備
計
画
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
計
画
に
地
域

の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

計
画
の
原
案
を
公
表
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

縦
覧
の
う
え
ご
意
見
を
お
間
か
せ
く
だ
さ
い
。

▼
縦
覧
期
間
２
月
別
日
一
月
）
か
ら
３
月
艸

日
〈
月
）
の
午
前
８
時
訓
分
か
ら
午
後
５
時
ま

で
。
＊
土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
を
除
く
。
▼

縦
覧
場
所
市
役
所
土
木
課
及
び
高
萩
土
木

事
務
所
。
▼
問
合
せ
市
役
所
土
木
課
狂
羽
Ｉ

７
０
３
３
ま
た
は
、
高
萩
土
木
事
務
所
河
川

整
備
課
狂
奴
１
２
１
７
５
＊
縦
寶
期
間
中
は
、

県
河
川
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
原
案
を
見
る

政
モ
｜
｜
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
者
市
内
に
住
ん
で
い
る
加
歳
以
上

の
人
。
▼
募
集
人
員
加
人
。
▼
任
期
２
年

間
。
＊
委
嘱
の
日
か
ら
平
成
旧
年
３
月
訓
日

ま
で
。
▼
活
動
内
容
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提

言
や
要
望
の
提
出
、
連
絡
〈
｜
至
塗
年
間
２
回
程

度
）
ヘ
の
出
席
な
ど
。
▼
応
募
方
法
は
が
き

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記

入
し
、
２
月
羽
日
（
月
）
ま
で
に
〒
３
１
８
１

８
５
１
１
高
萩
市
本
町
１
１
叩
１
１
市
役
所

１

秘
害
課
へ
郵
送
、
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
。

▼
問
合
せ
秘
書
課
狂
羽
１
７
３
２
０

ー

市
で
は
、
臨
時
職
二
三
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
）
の
登
録
制
度
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
こ
の
登
録
制
度
は
、
臨
時
職
員
の
採
用

に
先
立
っ
て
あ
ら
か
じ
め
働
き
た
い
期
間
や

職
種
な
ど
を
登
録
し
、
条
件
の
合
う
人
の
中

か
ら
必
要
に
応
じ
、
選
考
し
採
用
す
る
も
の

で
す
。

▼
登
録
に
必
要
な
書
類
①
登
録
申
請
害

〈
職
員
課
で
配
布
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
一
・
②
履
歴
書
｛
市
販
の
様

式
・
要
写
真
添
付
｝
。
⑧
資
格
を
証
明
す
る

書
類
の
写
し
｛
資
格
等
を
要
す
る
職
種
の
場

合
）
④
健
康
診
断
書
の
写
し
〈
健
康
診
断
を
受

診
し
て
い
な
い
人
は
、
履
歴
書
に
健
康
状
態

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）
。
▼
登
録
方
法

①
か
ら
④
ま
で
の
書
類
を
職
員
課
ま
で
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
▼
登
録
受
付
随
時
〈
土
・

日
祝
祭
日
を
除
く
午
前
８
時
訓
分
～
午
後
５

時
相
分
）
。
※
４
月
か
ら
採
用
希
望
の
場
合

は
３
月
４
日
（
金
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
▼
登
録
期
間
平
成
旧
年
３
月
別
日
ま

で
。
▼
選
者
及
び
採
用
臨
時
職
員
を
必
要

と
す
る
業
務
に
応
じ
、
随
時
登
録
さ
れ
て
い

る
人
の
中
か
ら
面
接
審
査
ま
た
は
書
類
審
査

等
に
よ
り
選
考
し
、
採
用
し
ま
す
。
※
登
録

さ
れ
て
い
て
も
期
間
内
に
必
ず
採
用
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
▼
職
種
〈
要
資
格
〉
言
謹
師
、
保
健

師
、
栄
寶
士
、
歯
科
衛
生
士
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
何
年
度
臨
時
職
員
の
登
録
制
度

ー

市
内
の
小
・
中
学
校
で
は
出
産
や
育
児
な

ど
で
休
む
先
生
の
代
り
に
授
業
を
行
い
、
学

級
の
担
当
を
す
る
常
勤
の
講
師
や
授
業
の
み

担
当
す
る
非
常
勤
の
講
師
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
▼
問
合
せ
学
校
教
育
課
狂
四
ｌ
ｌ
ｌ

３
５高

校
生
会
は
、
高
校
生
会
員
が
主
体
と
な
っ

て
、
各
種
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
行
う

団
体
で
す
。
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
少
年
探
検
講
座
や
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ト
ラ
ベ
ル
な
ど
で
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

興
味
の
あ
る
高
校
生
の
連
絡
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
▼
対
象
市
内
に
住
む
高
校
生
。

▼
問
合
せ
生
涯
学
習
課
盆
羽
ｌ
ｌ
ｌ
３
２

ジ
ャ
ー
、
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
。
〈
資
格

不
要
〉
｜
般
事
務
補
助
［
①
パ
ソ
コ
ン
の
簡

単
な
操
作
が
で
き
る
人
、
②
図
害
館
受
付

〈
土
・
日
の
み
こ
。
施
設
維
持
管
理
［
①
体
育

施
設
等
、
②
刈
払
機
研
修
済
免
許
及
び
パ

ソ
コ
ン
の
簡
単
な
操
作
が
で
き
る
人
］
・
市

税
等
徴
収
嘱
託
員
（
要
普
通
免
許
）
。
〈
そ
の

他
〉
身
体
に
障
圭
三
障
害
程
度
・
等
級
５
級

以
上
）
が
あ
り
、
就
労
及
び
自
分
で
通
勤
が

可
能
な
人
。
▼
問
合
せ
職
員
課
狂
四
１
７

３
２
０

小
・
中
学
校
の
常
勤
と
非
常
勤
の
講
師

高
萩
市
高
校
生
会
の
会
員

10



市
民
の
み
な
さ
ん
の
身
近
な
体
力
つ
く
り

の
場
と
し
て
、
市
内
の
小
・
中
学
校
の
運
動

場
や
体
育
館
、
高
萩
中
学
校
の
武
道
場
を
ス

ポ
ー
ツ
関
係
団
体
に
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
団
体
市
内
に
在
住
、
ま
た

は
在
勤
・
在
学
す
る
人
た
ち
で
組
織
さ
れ
、

そ
の
中
に
管
理
者
と
し
て
成
人
が
含
ま
れ
て

い
る
旧
人
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
。

▼
開
放
期
間
５
月
１
日
〈
日
）
か
ら
平
成
旧

年
４
月
訓
日
〈
日
）
ま
で
の
１
年
間
。

▼
開
放
曜
日
と
時
間
月
～
金
曜
日
：
午
後

６
時
～
９
時
。
土
・
日
曜
日
…
午
前
９
時
～

午
後
９
時
。
＊
こ
の
時
間
帯
に
か
か
わ
ら
ず
、

学
校
教
育
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
範

囲
で
開
放
し
ま
す
。
▼
申
請
の
範
囲
原
則

と
し
て
利
用
団
体
の
学
区
内
。
▼
申
込
市

民
体
育
館
に
備
え
て
あ
る
所
定
の
申
込
害
に

記
入
の
う
え
、
３
月
６
日
〈
日
）
ま
で
に
体
育

館
へ
申
し
込
み
．
＊
月
曜
日
は
除
く
。
▼
問

合
せ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
狂
四
１
７
０
３
６
、

市
民
体
育
館
狂
羽
１
２
５
５
２

平
成
帽
年
度
高
萩
市
体
育
協
会
の

体
青
表
彰
候
補
者
等
の
推
濤

▼
対
象
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学

し
て
い
る
人
や
団
体
。
▼
表
彰
基
準
［
体

小
・
中
学
校
体
言
施
設
を
開
放
し
ま
す

お
知
ら
せ

●。●●■■●●●●●●●●｡●●●●●●

言
功
労
者
一
団
体
ご
市
の
体
育
の
振
興
に
多

大
な
功
續
を
あ
げ
た
人
や
団
体
。
［
競
技
優

秀
者
〈
団
体
二
県
大
会
に
お
い
て
３
位
以
内
、

ま
た
は
閨
束
・
全
国
大
会
に
お
い
て
６
位
以

内
の
優
秀
な
成
續
を
収
め
た
人
や
団
体
。
さ

ら
に
、
日
本
代
表
選
手
と
し
て
国
際
大
会
に

出
場
し
た
人
や
団
体
。
［
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
者
］

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
と
し
て
貢
献
、
ま

た
は
発
展
の
た
め
に
活
躍
し
て
い
る
人
。
▼

推
薦
の
期
間
平
成
相
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
打
年
３
月
別
日
ま
で
に
開
か
れ
た
公
式
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
限
り
ま
す
。

▼
推
薦
者
高
萩
市
体
育
協
会
専
門
部
長
や

学
校
長
な
ど
。
▼
提
出
先
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
と
市
民
体
育
館
に
備
え
て
あ
る
所
定
の
用

紙
に
記
入
の
う
え
、
２
月
妬
日
〈
金
）
ま
で
に

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
あ
て
提
出
。
な
お
、
２
月

朋
日
以
降
の
大
会
に
つ
い
て
は
、
随
時
受
け

付
け
ま
す
。
▼
問
合
せ
高
萩
市
体
育
協
会

事
務
局
〈
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）
狂
路
１
７
０

３
６第16回高萩市

子ども会駅伝大会

みなさんの応援をお願いします

■日時2月27日旧)午前10時スター

ト

■場所(ｽﾀｰﾄ） 極東製薬工業㈱の正

門前

■内容子ども会で編成したチーム

の駅伝大会

ー

■問合せ高萩市子ども会育成連合

会事務局(生涯学習課内）

窓23-1132

--」『火は消した？ いつも心にきいてみて』L－
3月1日(火)～7日(月)までは｢舂の全国火災予防運動週間｣です1

住宅防火いのちを守る7つのポイント

'3つの習慣’
○寝たばこは、絶対にやめる

○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する

○ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す

4つの対策’
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災譽報器を設置する

○寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する

○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する

○お年寄りや体の不自由な人を守るために､隣近所の協力体制をつくる

国
民
年
金
保
険
料
の

集
合
徴
収
と
年
金
相
談
会

▼
日
時
２
月
塑
日
〈
木
）
と
泌
日
〈
金
一
の
午

前
佃
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。
▼
場
所
市

役
所
の
市
民
相
談
室
。
▼
内
容
年
金
に
つ

い
て
の
相
談
。
分
割
納
付
の
受
付
や
保
険
料

免
除
の
取
り
扱
い
も
行
い
ま
す
。
▼
持
参
す

る
も
の
印
鑑
、
年
金
手
帳
。
▼
問
合
せ

市
民
課
狂
四
１
２
１
１
６
、
茨
城
社
会
保
険

事
務
局
日
立
事
務
所
狂
Ｏ
２
９
４
１
別
１
２

１
２
１

ー

寒さから水道管を守りましょう 水道部谷22＝3642
「
■
■
■
■

寒さの厳しくなるこの時期には、むき出しまたは家屋の北側に配管しているもの、風当たりの強い場所

などの水道管は凍ったり破裂しやすくなりますので、思わぬ事故や出費を防ぐためにも防寒対策をしてみ

てください。

○凍って水が出ないとき自然にとけるのを待つか、ぬるま湯でゆっくりとかしてください。急に熱いお

湯をかけると管や蛇口が破裂することがありますので注意してください。

○簡単な漏水発見方法家の中の蛇口を全部しめて、水道水が流れていないのを確認してください。次に

メーターボックス内のメーターパイロヅト(星印)を見て、ゆっくりでも回転していたら漏水の可能性が

あります。

○水道の修理について指定水道工事店(高萩市水道事業指定給水装置工事事業者)へ依頼してください。

＊水を止める場合は、 メーターボックス内のバルブを閉めれば止めることができます。
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認書■構 蕊
:鰯

＃平成17年度県政モニターを募集
賊f

県政モニター制度は、県民のみなさ

んから意見や提案を聴き、それらを行

政施策推進の参考とするものです。

○活動内容通信用紙または電子メー

ルによる意見や提案の提出／モニター

会議への出席(年2回)／施設見学

会等への参加(年1回)など。

○任期委嘱の日から平成19年3月末

日までの2年間。

○募集人員50人

○応募資格県内在住の20歳以上の人

で国・市町村のモニター及びインター

ネットモニターと兼務にならず、公

務員や議員でない人など。

○応募方法市役所受付に備えてある

応募用紙(県のホームページからも

ダウンロード可)に所定の事項を記

入のうえ、県広報広聴課あて送付。

○締切り 2月28日(月)まで

●問合せ茨城県広報広聰課

〒310-8555水戸市笠原町978-6

a029-301-2123

平成17年度いばらき女性特派員募集
1 聯1

○活動内容県広報紙「ひばり」に掲

載するため、県の主要事業や施設な

どを取材し、原稿を作成すること。

○任期4月～平成18年3月までの1

年間

○応募資格①県内在住の満20歳以上

の女性②公務員・議会の議員でない

人③取材先の要望する日時に応じて

取材できる人④ご自身で取材先に移

動できる人

○募集人数4人

○年間謝礼 12万円

○応募方法県庁総合案内、各地方総

合事務所県民生活課に備えてある応

募用紙に所定事項を記入し、 「応募

理由」と「地域の話題（地域の行事

や施設などの紹介)」をそれぞれ400

字程度にまとめたものを添付してご

応募下さい。※応募用紙は、県ホー

ムページからもダウンロード可。

○応募締切 2月28日 （月） （当日消

印有効）

○問合せ・応募先茨城県広報広聰課

〒310-8555水戸市笠原町978-6

"029-301-2128

樺恥

‘‘皿-磯山大観と近代日本画の巨匠たち一
蹴 偽 1

足立美術館所蔵の日本画67選。横山
。!』 いほう し j うえ 人』

大観菱田春草竹内栖鳳上村松園

ら、巨匠たちの華麗なる美の競演。

○会期開催中～2月17日（木）、午

前9時30分～午後5時(月曜休館）

○会場茨城県天心記念五浦美術館

○入館料一般600円/高大生400円／

小中生200円／

●問合せ茨城県天心記念五浦美術館

毎46-5311

． 輔

第5回日本一のそばを楽しむ会
陰 票 ,

「常陸秋そば」の里で、 日本一のそ

ばをlそば通を自認するあなたの参

加をお待ちしています。

○日時 2月20日（日）午前10時～

○場所常陸太田市交流センター「ふ

じ」 （常陸太田市高柿町272）

○内容そばに関する講演会、そば打

ち名人による実演と解説常陸秋そ

ば三昧(試食)など。

○募集人員300名程度(先着順）

○会費 1, 000円

○申込締切日 2月4日（金）

●問合せ・申込 （財)グリーンふるさと

振興機構召0294-72-2266

ー

平成17年度｢明日の地域づくり

委員会｣の委員募集

「明日の地域づくり委員会」は、 こ

れからの地域づくりなどについて委員

のみなさんと議論し、県に提言するた

めの活動を行っています。

○活動内容委員会(年7回程度)へ

の出席や研修会(年1回)への参加

など。

○任期委嘱の日から平成19年3月末

日までの2年間

○募集人員 19名

○応募資格県内在住の人

○応募方法市役所受付に備えてある

応募用紙に所定事項を記入し、県北

地方総合事務所県民生活課あて郵送

○締切り 2月28日（月）まで

●問合せ県北地方総合事務所県民生

活課〒310-0802水戸市柵町1-3-1

B029-225 2490

県立水戸南高等学校
』
か鱗，通信制課程の生徒募集
通信制課程とは、向学の意志を持ち

ながら、 いろいろな事情で毎日通学で

きない人でも、職場や家庭にいながら

学ぶことのできる学校です。 4年間で

の卒業を標準としていますが、単位を

修得すれば3年間でも卒業可能です。

○応募資格居住地または勤務先が茨

城県にあって、 中学校もしくはこれ

に準ずる学校を今年3月に卒業また

は卒業見込の人。中等教育学校の前

期課程を修了又は今年3月にｲ|多了見

込の人。

○募集学科・定員普通科300名

○志願害の提出期間 3月10日（木）

～23日（水）の午前9時～午後5時

まで（土・日・祝日除く）

○提出書類①入学願書②出身中学の

調査書③志願理由書④自己申告書を

直接本校窓口に提出(郵送不可)。

○必要書類の請求直接来高するか住

所・氏名・電話番号及び「通信制一

般入学書類請求」と明記した用紙と

切手140円分を同封のうえ、 申し込

んで下さい。

●問合せ茨城県立水戸南高等学校

（通信制）〒310-0804水戸市白梅

2－10－10恋029-247-4284

旨 亨毒二

自動車税の納付は

簡単便利な口座振替で
蕊 蔓_

自動車税を口座振替にすると、納付

のために金融機関に出向く必要がなく、

忘れることもありません。また、納税

の記録が通帳に残ります。

○申込み手続金融機関又は県税事務

所に口座振替依頼書を提出するだけ

です。

○利用できる金融機関郵便局を除く

県内の金融機関

●問合せ茨城県高萩県税事務所収税課

容22-3548

ー

善憲鰯懲鐸〃
”

､鞠
毒 で

ありがとうございました

※社会福祉協議会へ

零
一一 ／

〆

へ

c cR

、

､

<ﾐ"
1口

ほ くは、

全工し 壼戸

沼田実さん(東本町）

平川あきさん(下手綱）

花員物産センター

(故)益子泰台さん(安良川）

関野新一さん(上手綱）

850円

500円

466円

000円

000円

１
３
５
０
０

１

０
０

１
１

由●

巳

沙

囎鯉関東電気保安協会
ht[ﾛ.〃www <dr ,or 0
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蛉
｜

■第21回茨城県スポーツ少年団

駅伝競走大会で優勝

□とき平成16年12月1 1日(土）

□ところ笠松運動公園周回コース

ロ参加チーム42チーム（女子）

市内から参加したAT･STARSミニ

バスケットボール少年団が、女子の部で優

勝しました。 （写真下）

I
スポーツ振興課からの

スポーツ お知らせ召23

スポーツの結果(敬称略）

■第5回高萩ロータリークラブ杯バスケットボーノ

《中学校の部》

□とき平成16年12月23日（木）

□ところ高萩中学校体育館口参加チーム 8チーム

《ミニバスケットの部》

□とき平成16年12月26日（日）

□ところ市民体育館口参加チーム 12チーム

麗園
l D 1

f"*I優勝;伽關､《
職 L 二辿塑幽型

第‘ 3‘位優"ぬ勝一

高学年男子

高学年女子

低学年男子

高萩東

'一王ミ

十王

高萩東 ・松岡・松|冊

ニバス

SHARKS

秋| llAT

高萩東

秋山AT際

王・東

・

井
秋

十
町
高
虹

STARS

・松岡

STARS

BOYS

STARS

松岡

STARS

BOYS

STARS

松岡
~

高萩東・松岡 '一王ミニバス低学年女子

第2旧令国都道府県対抗女子駅伝競走大会

の茨城県代表選手として出場秋
山
中
学
校
２
年
生

鈴
木
ぐ
る
み
さ
ん
（
安
良
川
）

齢 県勢の過去最高タイム(2時間20分30秒)に貢献

1月16日（日）、京都市西京極陸上競技場をスター

ト・ゴールとする9区間､ 42. 195キロメートルで行

われたこの大会は、一般・高校生・中学生女子によ

り構成された都道府県の対抗戦です。鈴木さんは二

人の中学生枠の－人として出場し、8区の3キロメー

トルを10分53秒で走りました。チーム成續は全体で

14位。県勢としての過去最高タイムを記録していま

す。競技の様子はNHK総合テレビで生中継されま

した。

「全国レベルの選手と一緒に走れていい経験にな

りました。来年もし出場できたら、 1秒でも早くタ

スキを渡せるようがんばります」と話していました。

ー

’溌騨

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
● ●
● ． -＝一一一 一 一 L ＝ ■■■■■－■一一 ム ユ■ ■ ■．＝u b■一■－一 ． ■■■■ﾛ■ ■ － ■三 二七一凸■ 企一■-－－ ●

■テニス講曄隼徒薑集 ；;■第5回高蔽市晨肺目ﾁ
●

□と き 3月24日(木)～10月27B(木） §
●

□ところ高浜運動広場テニスコート ：
●

口対象者一般男女30名（シニア歓迎） §
●

口参加費 1! 500円／年（保険加入費) ;
●

300～500円／月 （コート代） §
●

口申込方法FAXで氏名・性別・住所・電話・ §
●

ラケットの有無を連絡ください。 ：
●

口連絡先テニス協会小野光-TEL.FAX24 2021 :
●

口締め切り 3月15日(火） §
●

※ラケットのない方はご相談ください。 ：
●

●

ｰﾑ対抗ゴﾙﾌ鳩
●

§□と き 3月13B(日）
●

§□ところサンライズカント'j一クラブ
§口主 催高萩市体育協会
●

§口募 集40組（チーム4人編成、女子も可）
§口参加費 1人3Ⅷ 000円
●

§ロブレー費 7, 500円（税込・食事付）
§口競技内容新ペリア方式の団体戦
●

●

●

●
（上位3人のネット合計） と個人戦

§口問合せ・申込みサンライズカントリークラブ
●

●

●

●

●

TEL32 5111

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

13

一一 卜L&
L 一F

男悠』子；

女 ゞ･子

r 一一 －

鳫=藤~司 準優勝 ’ 第3位
十王中学校 ｜ 秋山中学校 高萩中学校

秋山中学校 十王中
_』.盈

父 高萩中学校



;無料鰯相談
(市内に住所を有する1人が対象誇淡）

《行政相談 ノ
日時:2月10日(木1･24日(木)浄後

1時～3時／市民相談室／相談員:
鈴木清相談員 ：

●秘書課溢23-7320＝ ‘ ＝

魚~家庭児童稠談『予彌瓢＞
日時:毎週火曜日の午後1時裡3

時〆場所:総合福祉センター内の

相談室／児童相談所の児童福祉司･

家庭相談員

●社会福祉課冠23-7030

咄

望

札

護

岸

砿

灘灘灘灘灘
電

諄

松
岡
地
区
公
民
館
の
講
座
「
ダ
ン
デ
ィ

料
理
教
室
」
が
行
っ
て
い
る
催
し
で
、
昨

年
に
続
い
て
二
回
目
と
な
り
ま
す
．
今
回

参
加
し
た
講
座
生
は
九
人
．
メ
ン
バ
ー
全

員
で
栽
培
し
た
そ
ば
を
使
っ
て
の
作
業
を

見
守
っ
て
い
た
五
○
人
の
入
所
者
は
、
打

ち
立
て
の
味
を
満
喫
し
ま
し
た
．

土日８月２

ち丁才まそで栗若イーア、ノリ

K補装具の巡回相談 ’
日瞬2預25冒嬢)鶚前9時～11時

30"場所;職鰄鵡障害者福澁ﾝﾀ－
厳抵会福祉謡毒23-703かご“f § ：
K~麦壷菫諒燕一-－－－，

云呼 鄙

. r

日時:2月15日(火) 、午前10時～午

後3時／場所:市役所市民相談室

●生活環境課窓23-7031

島
名
中
央
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
行
っ

て
い
る
年
末
行
事
で
、
今
回
は
土
岳
登
山
．

’
八
人
の
団
員
全
員
と
指
導
者
等
が
参
加
し
、

｜
部
急
な
箇
所
が
続
く
小
滝
沢
ロ
か
ら
の
登

山
道
か
ら
頂
上
へ
．
下
山
は
近
年
整
備
さ
れ

た
中
戸
川
側
を
降
り
、
忍
耐
力
と
連
帯
感
を

は
ぐ
く
み
ま
し
た
。

第17回歩け歩け大会 K1心配ごど租談序濡､－〉
白時鐘週木曜固の午後”寺~3

時/場所:総合福祉セジク諄〆ミ
＊2月24日(調が弁護王による法

律相談日(電話予約制です) :ミ

当日の午前8時30分から受付開始
画社会福祉協議会冠23-8341

12月19日旧）
隆三

鄙 1

串 千 ~『
L孔当子 I

一

L精神クリニック（予約制） ー》
白時;2月9日(水)f･16B(水r･23
日織熊痴呆) 3漁:2日(水) ，午
穫涌誇3爵〆場既:日立保健所
●日立縁縫所:x"02942224196F

f 1

【~言苣弓而涯…諏一＞
圖時瑠月妬(金)、年前10時~正
鞍藷場既:総合福祉ｾﾝﾀｰ内の
相談室/相談員:精神科医と保健師

●健康づくり課念24-2121… ﾐジ茨
城
県
地
域
女
性
団
体
連
絡
会
が
主
催

し
県
及
び
市
の
教
育
委
員
会
が
後
援
し

て
行
わ
れ
た
専
門
講
座
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
テ
ー
マ
は
、
「
世
代
を
超
え
て
社
会

教
育
に
取
り
組
む
女
性
連
」
。
会
場
の
文

化
会
館
に
は
地
域
の
関
係
者
や
子
育
て
中

の
母
・
父
に
当
た
る
世
代
な
ど
、
多
く
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た

鍔
口
上
Ｆ地域の再創造を次世代と共に

12月12日旧） K人権相談 〉

日時:毎週氷曜日の午前10時～午
後3時／場訴;水戸地方法務局日

立支局〆相談員:人権擁護委員＝
①水戸錨瀧濡日立支局盆0294壼21-2253

Ｆ

と=

消費生活相談

消費生活に関する苦情や相談

＊随時電話で受け付け

●消費生活センター悪029-225字6445

-緯諒紫、
ざ＃

蕊驚驚11日閏・13日旧)･20日旧)｡27日旧）
鶴灘6'日旧)･12日出･13日旧)･20日旧)．

21日(月)･27日旧)･28日（月）

●花貫クリーンセンター召22-4318
二
月
と
言
え
ば
「
節
分
」
で
す

が
、
私
は
小
学
生
の
頃
、
節
分
の

日
は
二
月
二
日
だ
と
ず
っ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
か
な

り
後
に
な
っ
て
三
日
だ
と
い
う
こ

と
を
知
り
、
非
常
に
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
最
近
に
な
っ
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、

翌
日
に
あ
た
る
立
春
の
日
は
一
定

で
な
く
、
節
分
が
二
日
や
四
日
に

な
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
ｍ
叩
画

も
し
大
地
震
が
起
き
た
ら
…
。

水
は
市
の
南
北
を
流
れ
る
二
本
の

川
で
確
保
で
き
る
し
、
食
料
も
一

時
的
に
は
し
の
げ
そ
う
で
す
。
ト

イ
レ
も
緑
豊
か
な
木
陰
で
…
。
こ

の
「
何
と
か
な
る
さ
」
の
油
断
精
神

が
一
番
ま
ず
い
こ
と
の
よ
う
で
す
。

ま
ず
は
落
下
物
や
建
物
倒
壊
な
ど

か
ら
身
を
守
り
、
そ
れ
か
ら
火
の

始
末
や
救
助
活
動
を
す
る
こ
と
と

再
認
識
。
肝
に
銘
じ
ま
す
。
函
咽
幽

⑳
②
②
③

次回と世瀞
平成17年1月1日現在

鍵蕊測IT13)
鯵17,056人(＋2）

灘12,024世帯(-3）
※（ ）は前月比
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霞喜竜
至言冒一義
署＝

室
》
霊
》
・
鐸
望

号
ざ
誇
罰
鼻

琴
堯
》
蕾

亭

．

Ｆ

》

昆

圭

年

毒

一

尋

”

‐

，

一

言

》

》 ②ｳｵﾂﾁﾝｸﾞ
皇 一君

簔 ‘参雲詮

皇雲 ≦

蕊篝篝篝篝

岳

人
．
「
招
福
、
無
病
息
災
」
を
祈
願
し
て
行
わ
れ
、
＃
ｉ
＃
；
Ｉ
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃

”

て
い
る
神
事
で
、
津
明
神
社
に
未
明
か
ら
集
ま
り
、
州
カ
ラ
オ
ケ
望
み
会

花
火
を
合
図
に
一
兀
日
一
の
海
に
繰
り
出
し
ま
し
た
。
螺
松
籟
荘
訪
問
》

土日月

Ｊ１侭渡輿神ｒ海芒弛ま’年
今
「

》
《
ゞ
霧
：
￥
識
、
”
灘
Ⅷ

螺

舗
鳳

肉

一

識
涛
ゞ
ゞ
《
瓢
諺
清
一

州
中
海
識
棒
の
先
に
つ
け
た
獅
子
頭
を
操
る
「
棒
さ
さ
ら
」

は
茨
城
県
だ
け
に
見
ら
れ
る
珍
し
い
も
の
で
、
市

外
で
は
、
水
戸
市
の
大
串
稲
荷
神
社
が
有
名
で
す
。

新
年
の
時
報
と
と
も
に
、
今
年
一
年
間
の
無
病
息

災
や
五
穀
豊
穣
を
願
い
、
保
存
会
会
員
の
手
に
よ

る
舞
い
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
．

Ⅵ
帆
枇
蜥
州
小
仙

は
ま

地
元
高
浜
町
の
若
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
濱
会
Ⅷ

な
ど
神
輿
の
担
ぎ
手
は
女
性
を
含
む
約
一
○
○

丹生神社「元朝ささら」
1月1日(土）

（

、

や

〆
ｒ
凸
《
ｊ
昨

掛
ｆ
も
，
４

Ｊ

。
、
閲

'＋
ﾛ

ｰ

〕L、】可 LV,1 ,

､:
抽割Ｆ叩１－１

息

ユ

1 1 M

1

秋
山
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
催
し
、
同
校
近

郊
の
周
回
コ
ー
ス
を
三
周
す
る
一
一
・
二
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
競
わ
れ
た
駅
伝
大
会
は
、
｜

｜
チ
ー
ム
が
参
加
．
小
雨
の
降
る
あ
い
に
く

の
天
候
の
中
、
沿
道
か
ら
声
援
を
受
け
全
チ
ー

ム
が
完
走
し
ま
し
た
。

も
出

ど
弱

子
引

抗
，

対区地回
伝

犯
駅

第
会日

伝
蝸

駅
月

ｒ
ｐ
ｌ

立
口支岡松連子市回１３第

松
岡
小
学
校
地
区
で
は
、
市
子
ど
も
会
連

合
会
松
岡
支
部
が
主
催
し
た
駅
伝
大
会
に
各

地
区
代
表
の
八
チ
ー
ム
が
参
加
．
約
八
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
周
回
コ
ー
ス
で
競
い
ま
し
た
。

二

》

一

一

琴

‐

》

．

》

《

一ニュ幸=＝

諄諄ニ

ヱニ託

‐

皇

《

堯

二

さ

まちの情報をお寄せください
｜
月
二
日
（
金
）
、
松
岡
幼

稚
園
（
長
坂
宏
子
園
長
・
園
児
数

七
○
人
）
恒
例
の
凧
揚
げ
が
行
わ

れ
、
全
園
児
が
参
加
し
ま
し
た
。

凧
は
色
と
り
ど
り
の
ビ
ー
ー
ｌ
ル
に

園
児
が
絵
を
描
い
た
手
作
り
の
物
。

寒
風
も
な
ん
の
そ
の
、
園
児
た
ち

は
凧
糸
を
引
き
、
走
り
回
り
、
揚

げ
る
工
夫
に
夢
中
で
す
。

し市役所秘書課
E23-7320 FAX24-4653

電子メールアドレス hisho@city・takahagi.ibaraki.jp

市政案内(日曜緊急医療当番医など)テレフォンサービス

1 152猛23－1 151， 23

火災・災害情報案内

a24-0019
Y………調い子､ユ= 幸鞄鋤『弥罰…恥稲到鴫犀Fh脚酎血X副』黙醐也
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千
世
紀

だ
か
は
ぎ
の

［馬市から牛市へ］

昭和35年に黒牛250頭を導入して以来、

年々飼育頭数が増え、馬市に代わって牛

市が開かれるようになりました。 しかし、

市場の合理化を目的に大宮家畜市場に合

併されることとなり、昭和62年8月で市

内での家畜市が終了しました。

〆

高萩市制施行

顔(昭和62年8月撮影）

恥
一
一

ｒ
囚
■
■
■
■
■
■
図
■
用
田
岡
■
田
日
日
Ⅱ
囚
■
吾
■
Ⅱ
Ｈ
Ｅ
Ｂ
■
日
日
日
日
■
■
日
用
■

「こんにゃく芋の休眠」 （君田地区）

こんにゃく芋は低温に弱いため、

春に植えたものを秋に－度収穫し、

薪などを焚いて適度に保温した「室

{むろ| 」と呼ばれる貯蔵庫で－冬休

眠させます。春には再び植え付ける

のですが、十分に成長するまでには

:、

鑿諭動畷わい
;〃

高萩市食生活改善推進連絡会
ず齢

』 i ， （秋山地区）

滝声

r

I鶏肉のパン粉焼き

（作り方）

①鶏あれ肉は、厚み|こ包丁を入れ

て切り開き、塩・コショウをす

る。バジルとニンニクの刻みと

卵黄・塩・コショウを混ぜる。

②切り目|こaを入れ、閉じる。

③②に大さじ1の水でのばした卵

黄を両面|こつけ、パン粉を軽く

まぶす。

④フライパンにサラダ油を入れて

熱し、鶏肉を入れブタをし、様

子を見ながら中火で5分ずつ焼

<｡

⑤焼けたら食べやすい大きさに切っ

て、皿|こ盛りパセリ、 トマト、

レモンを添える。

バジル、 しそ、みょうが、三つI
葉柚子など、香りのよい食品を；

使うことで、塩分を控えめ|こする

ことができます。こしょう、力し－

粉などの香辛料も効果的です。ま

た、妙った胡麻でつくる和え物な

どは、香ばしさを楽しあこともで

きます。

3～4年かかるため、 この作業を繰

り返します。

i

霊
磁
祁
輌
蝿
齢
酔
畔
犀

ノ

撒
鱗

秋山地区のみなさん

(材料:6人分)エネルギー171Kcalー

食材 分量

809X6枚(4809)

大さじ1(約l9)

1．

1片

309

1コ

大さじ1 1/3

少々

少々

12コ

1コ

、

鶏むね肉(皮なし）

乾燥バジル

a 卵 黄

二ンニク

パ ン 粉

卵 黄

サラ ダ油

塩・ コショウ

パ セ リ

プチトマト

レ モ ンに

日曜緊急医療当番医です 〔時間〕午信

． ニ

6日|やすらぎの丘温泉病院|下手綱| | (241 1212 6日滝川医院

剛日薦議猫噌闘|淵耐日剛§
20日内田医院{大和町 (22) 2137 20日たばたクl

27日石医院{東本町） ｛23) '7111 27日高萩ｸリ

前

訓

9時～午後4時

春日町）

ニック|下手綱）

!；クリニック|十王町｜

リニック|高戸1

1ニック{秋山）
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